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	応用
	抗原情報
	背景
	中心体タンパク質250（CEP250）ホモサピエンス この遺伝子は、細胞周期の間期における中心小体間の接着に必要な、中心体のコアタンパク質をコードしています。コードされているタンパク質は、有糸分裂の開始時に親の中心小体が分離する際に中心体から解離します。このタンパク質は、同じく中心体に関連するNIMA関連キナーゼ2と会合し、リン酸化されます。選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2015年12月],疾患：中心体タンパク質に対する自己抗体を発現した自己免疫疾患患者の血清には、CEP2に対する抗体が存在します。,機能：間期における中心体接着に重要な役割を果たしていると考えられます。,PTM：細胞周期中に異なるリン酸化を受けます。リン酸化は中心体への結合/解離を制御する可能性がある。有糸分裂のM期には、C末端部分がNEK2によってリン酸化されることから、有糸分裂中心体からの解離を引き起こす可能性が示唆される。in vitroではPP1ホスファターゼによって脱リン酸化される。,細胞内局在：コア中心体の構成要素。間期細胞では、母細胞と娘細胞の中心小体の近位端に特異的に結合する。間期細胞では中心体に結合する。有糸分裂細胞では、有糸分裂紡錘体の極から解離する。細胞分裂の終了時に、中心体に再蓄積する。光受容体では、基底小体の近位端に見られる。,サブユニット：単量体およびホモ二量体（おそらく）。CROCC/ルートレチンと相互作用する（類似性による）。 NEK2キナーゼおよびタンパク質ホスファターゼ1（PP1）のPPP1CC触媒サブユニットの両方とin vitro複合体を形成する。,組織特異性：普遍的に弱く発現する。,
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	パラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈した（4℃で一晩）。2、抗原賦活化にはTris-EDTA、pH9.0を使用した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。

